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１．研究計画の概要 
 本研究は、否定性(Negativität)を文学が成
立する原理的契機として捉え、この観点から、
ドイツ近・現代文学の各時期の代表的もしく
は特徴的な作品を手掛かりとして、それぞれ
の作品において〈否定性〉という契機の所在
を突き止め、そのあり方と働きを明らかにし
ようとするものである。その際、(1)「否定性」
を文学そのものの原理的問題として捉えな
がらドイツ近・現代文学を全体的かつ個別的
に考察し、(2)神学的・哲学的思想と文学的思
想を意識的に関係づけると同時に、認識の否
定性と言語の否定性を連動している問題と
して検討し、(3)この理論的側面と実際的側面
とを相互規定的もしくは相互修正的な関係
において捉え、(4)「否定性」のあり方と働き
の連関を「我々の問題」として叙述すること
を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 平成 18 年度から平成 20 年度までは、当初
の研究計画に基づき、研究分担者・協力者全
員が参加するかたちで、年に二回、合計六回
の研究会を開いた。研究会においては、主と
して、（1）総論的考察の深化を図る研究報告
（「否定性」の概念を、神学的／哲学的／美
学的領域それぞれにおける問題史的観点か
ら、できるだけ文学との関連性へと収斂させ
つつ検討するもの）、（2）予備研究を含むこ
れまでの研究成果の更なる発展的継承を図
る各論的研究報告（ドイツ文学・思想におけ
る「否定性」の働きを通時的視点から捉える
もの）、（3）理論的考察を叙述へともたらす

研究報告（上記（1）、（2）で捉えられた〈文
学における「否定性」の問題〉を「我々の問
題」として構築・叙述する枠組みについて考
察するもの）を行い、現在に至っている。そ
の内、第三回と第五回研究会には、柴田翔氏
による「ゲーテ文学における〈否定性〉と〈肯
定性〉」についての講演があり、また、第四
回と第六回研究会には、ドイツ語母語者三名
による研究発表があり、問題の更なる展開を
目指すために、ドイツ語による多角的な議論
を重ねることができた。 
 以上の結果、本研究はドイツ近・現代文学
における「否定性」を手掛かりとして文学の
新しい捉え方、文学に対する原理的に新しい
視点を提示しつつある。 
 なお、本科研究費により、上述の研究会を
もつことができたのみならず、本研究のより
効果的な進展に不可欠である機器／設備、お
よびさまざまな書籍／視聴覚資料 etc.をかな
りの程度に充実させることができた。 
 
３．現在までの達成度 
 これまでの研究経緯を振り返ると、「否定
性」と「否定」の概念的な区別がいまだ不十
分であること、および、「否定性」の捉え方
が各研究者によって微妙に異なること、以上
の二点が大きな問題として残ってはいえう
が、しかし、「研究計画の概要」で挙げた四
項目が当初の研究計画に基づいて検証され
てきたという理由から、本研究は「おおむね
順調に進展している」。 
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４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、「現在までの達成度」で指摘
した二つの問題を単純化するのではなく、問
題の多様性を生産的な方向へ展開するよう
に配慮しながら、これまでの研究成果の総括
を行う。 
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